
６年生到着時、中学生は教室で「定期試験真っ最中」。

お互いに「しっー！」としながら綺麗に長靴を整頓。

生徒会中央委員からの学校紹介や校長先生の話を聞い

たのち、５クラスに分かれて給食の準備方法を学習し、

試食を行いました。

保護者の方は少しの間

授業参観され、入学説明

となりました。

恒例の年賀状展・書初め展を開催しました。

終了後の児童の感想には、

(1)不安が少なくなって中

学校へ行くのが楽しみです。

(2)給食が思っていたよりおいしか

ったです。 パソコンでの作成やメールでの連絡が主流となっ

(3)先生がわかりやすく教えてくだ てきた昨今です。伝統的な文化はどうなるのか・・

さったので頑張りたいです。 ・と心配されますが、今年も力作が見られました。

という嬉しい声でいっぱいでした。実は、体験授業を受

け持つ先生方は、中学生の試験問題を作りながらの小学

生の授業準備でした。また、３年生を教えている実技教 〇第 63回青少年読書感想文京都府下中学校コンクール

科の先生は、全クラスの定期試験の採点をしながらの取 優秀賞 宮川 優子 ２年

組でした。それぞれが忙しい中、それでも「中学校の職 〇浦項（ポハン）の中学生との交流会 2/23

員全員で６年生を迎えよう」と「数学部会」「英語部会」 事前学習 なぜ浦項と交流するのだろう？

「給食指導担当部会」などが自主的に開かれていました。 ハングル文字に挑戦しよう！

その思いに応えるかのように「しっかりと顔を上げ」「友 当日の全体会 吹奏楽部と琴（立道先生）の演奏

だちと協力」して授業を受ける６年生は、本当に入学が 剣道部の実演

楽しみに感じられました。初めての試みでしたが、６年 当日の学級交流会 各クラスが２名を迎えます。

間と３年間をつなぐ第一歩となりました。 学年独自の内容を検討中






